




































投 稿 　 要 　 項
－365－
h キーワード：内容をよく表わしていると思われるキーワードを６語程度，キーワード：○，○，○，
○，○，○として記入する。
（別途配布する「キーワードについて」を参照のこと
j 本　　　文：キーワードの次の行を１行あけ，本文を２段組みで書く。
１段は１行を23文字として行を改める。すなわち，版下の用紙の左側の最後の行まで書き
終えたら，版下の用紙の中央部の縦２列を空白のまま残し，版下の用紙の右側の最初の行
から続けて書く。
見出しにつける数や記号は，次の通りとする。
大見出し：１，２，……　例　１．○○○○
大見出しの前の１行を空白にする。大見出しはゴシック体とする。
本文は次の行から書き始める。
中見出し：（1），（2），……　例　(1) ○○○○
行の最初の３ますに(1)などと記入し，続いて中見出しを書く。
本文は次の行から書き始める。
小見出し：①，②，……　例　①　○○○○
箇条書をする場合などに使用するものとし，２ますめに①などと記入し，次の１ますを空
白にして本文を書き始める。
行を変える場合は，２ますめまで空白とする。
k 英文氏名等：第１ページの左下の脚注に，英文氏名，題目，所属を記入する。
例　†名姓：題目
*所属
l 図・表・写真：図・表は，黒色でトレースを行い，表題を付けて版下に貼り付けておくこと。
版下の用紙に対する刷り上がりの縮小率は約85％となるので，図・表の中の文字が小さく
て見にくくならないように特に注意すること。
写真は，表題を付けて添付すること。写真の挿入位置は，必要なスペースを版下の上に枠
で囲んで確保すること。
その枠下に，
写真１　○○○　というように表題を記入する。
¡0 参考文献：本文が終了したら，次の行を１行あけ，「参考文献」を書く。本文中の必要箇所の右肩
に1）のように文献番号を付す。
各参考文献は，文献番号)著者名：題目，誌名，号，出版社名，発行年月日，ページ，の順
に記入する。
¡1 英文概要・キーワード：参考文献の次の行を１行あけ，「概要」の趣旨を英訳したSummaryを記入する。
さらに「キーワード」の英訳をKeyWords：○，○，○，○，○，○，として連記する。
なお，この英文概要・キーワードは省略してもよいが，教育工学に関する論文・報告には
添付することが望ましい。
３．その他
a 特別な印刷物の挿入：カラー写真の挿入など特別な印刷については，執筆者の責任で必要枚数（Ｂ5
判，600枚＋別刷数分）を用意すること。
s 英文の版下：Ａ４判の用紙に，下記の通り印字したものを提出すること。版下は，Ｂ５判に縮小して，
オフセット印刷の版下に使用する。
横方向：170mm，105文字程度／１行（10ポイント程度）
縦方向：255mm，53行／ページ
詳しくは，センターまで問い合わせること。
